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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する広告配信システムであって、
　広告の効果を検証する広告効果検証サーバと、
　ユーザ端末と、
　広告情報を配信する広告配信サーバと、
　広告情報を仲介するアフィリエイト仲介者が使用するアフィリエイト端末とを備え、
　前記ユーザ端末は、
　当該ユーザ端末の位置を示す端末位置情報を求める端末位置算出手段と、
　前記端末位置算出手段が求めた端末位置情報に基づいて、ユーザが来店したか否かを判
定する来店判定手段と、
　前記来店判定手段によってユーザが来店したと判定されたことに基づいて、端末位置算
出手段を特定可能な位置算出手段特定情報を含む、ユーザが来店したことを示す来店情報
を、通信ネットワークを介して前記広告効果検証サーバに送信する来店情報送信手段とを
含み、
　前記広告効果検証サーバは、
　前記ユーザ端末から受信した来店情報の受信回数を集計することにより、広告の効果を
検証する広告効果検証手段と、
　不正改良されているユーザ端末を示す不正改良情報を取得する不正改良情報取得手段と
、
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　前記位置算出手段特定情報が前記不正改良情報に含まれる場合、前記端末位置算出手段
を用いた位置算出の信頼性が低いと判定し、含まれない場合、前記信頼性が高いと判定す
る信頼性判定手段を含み、
　前記広告効果検証手段は、前記信頼性判定手段によって前記端末位置算出手段を用いた
位置算出の信頼性が高いと判定されたとき、広告の効果を検証し、
　前記広告配信サーバは、アフィリエイト仲介者を識別するためのアフィリエイトＩＤを
広告情報に付加するアフィリエイトＩＤ付加手段と、
　前記アフィリエイトＩＤ付加手段がアフィリエイトＩＤを付加した広告情報を、通信ネ
ットワークを介して前記ユーザ端末に送信する広告情報送信手段を含み、
　前記アフィリエイト端末は、前記広告配信サーバから受信した広告情報をユーザ端末に
転送する広告情報転送手段を含み、
　前記来店情報送信手段は、前記アフィリエイト端末から受信した広告情報に付加された
アフィリエイトＩＤを含む来店情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに
送信し、
　前記広告効果検証手段は、ユーザ端末からのアフィリエイトＩＤの受信回数を集計する
ことによって、広告の効果を示す広告効果情報として、アフィリエイト仲介者の紹介によ
ってユーザが実際に来店した実来店回数を含む情報を生成し、
　前記広告効果検証サーバは、前記広告効果検証手段が生成した広告効果情報に示される
実来店回数に応じて、アフィリエイト仲介者に対して支払う対価を算出するアフィリエイ
ト対価算出手段を含み、
　前記アフィリエイト端末は、
　当該アフィリエイト端末の位置を示すアフィリエイト端末位置情報を求めるアフィリエ
イト端末位置算出手段と、
　前記アフィリエイト端末位置算出手段が求めたアフィリエイト端末位置情報に基づいて
、アフィリエイト仲介者が来店したか否かを判定するアフィリエイト来店判定手段と、
　前記アフィリエイト来店判定手段によってアフィリエイト仲介者が来店したと判定され
たことに基づいて、アフィリエイト仲介者が来店したことを示すアフィリエイト来店情報
を、通信ネットワークを介して前記広告効果検証サーバに送信するアフィリエイト来店情
報送信手段とを含み、
　広告効果検証サーバは、ユーザ端末から受信した来店情報と、前記アフィリエイト端末
から受信したアフィリエイト端末情報とに基づいて、アフィリエイト仲介者とユーザとが
同伴で来店したか否かを判定する同伴判定手段を含み、
　アフィリエイト対価算出手段は、前記同伴判定手段の判定結果に基づいて、アフィリエ
イト仲介者に対して支払う対価を算出する
　広告配信システム。
【請求項２】
　前記ユーザ端末は、前記端末位置算出手段の位置検出精度及び分解能の少なくとも一方
を前記広告効果検証サーバに送信し、
前記信頼性判定手段は、前記位置検出精度及び前記分解能の少なくとも一方に基づいて位
置算出の信頼性を判定する
請求項１に記載の広告配信システム。
【請求項３】
　広告情報を配信する広告配信サーバを備え、
　前記広告配信サーバは、
　広告情報に関する位置を示す広告位置情報を前記広告情報に付加する広告位置情報付加
手段と、
　前記広告位置情報付加手段が広告位置情報を付加した広告情報を、通信ネットワークを
介して前記ユーザ端末に送信する広告情報送信手段とを含み、
　来店判定手段は、端末位置算出手段が求めた端末位置情報と、前記広告配信サーバから
受信した広告情報に付加されている広告位置情報とに基づいて、ユーザが来店したか否か
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を判定する
　請求項１又は請求項２に記載の広告配信システム。
【請求項４】
　広告配信サーバは、広告情報を識別するための広告ＩＤを前記広告情報に付加する広告
ＩＤ付加手段を含み、
　広告情報送信手段は、前記広告ＩＤ付加手段が広告ＩＤを付加した広告情報を、通信ネ
ットワークを介してユーザ端末に送信し、
　来店情報送信手段は、前記広告配信サーバから受信した広告情報に付加された広告ＩＤ
を含む来店情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信し、
　広告効果検証手段は、ユーザ端末からの広告ＩＤの受信回数を集計することによって、
広告の効果を示す広告効果情報として、来店顧客数を含む情報を生成し、
　広告効果検証サーバは、前記広告効果検証手段が生成した広告効果情報に示される来店
顧客数に応じて、広告主に対して請求する広告料を算出する広告料算出手段を含む
　請求項３記載の広告配信システム。
【請求項５】
　来店情報送信手段は、ユーザを識別するためのユーザＩＤを含む来店情報を、通信ネッ
トワークを介して広告効果検証サーバに送信し、
　広告効果検証手段は、ユーザ端末からのユーザＩＤの受信回数を集計することによって
、広告の効果を示す広告効果情報として、ユーザの来店回数を含む情報を生成し、
　広告効果検証サーバは、前記広告効果検証手段が生成した広告効果情報に示される来店
回数に応じて、ユーザに対して付与するポイントを算出するポイント算出手段を含む
　請求項１から請求項４のうちのいずれか１項に記載の広告配信システム。
【請求項６】
　広告情報を配信する広告配信システムにおける広告の効果を検証する広告効果検証サー
バであって、
　ユーザ端末から、前記ユーザ端末が位置の算出に用いる端末位置算出手段を特定可能な
位置算出手段特定情報を含む来店情報を、通信ネットワークを介して受信する位置算出手
段特定情報受信手段と、
前記ユーザ端末が不正改良されているか否かを示す不正改良情報を取得する不正改良情報
取得手段と、
　前記位置算出手段特定情報が前記不正改良情報に含まれる場合、前記端末位置算出手段
を用いた位置算出の信頼性が低いと判定し、含まれない場合、前記信頼性が高いと判定す
る信頼性判定手段と、
　前記信頼性判定手段によって前記端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性が高いと
判定されたとき、広告の効果を検証する広告効果検証手段と、
　ユーザ端末から、広告情報を仲介するアフィリエイト仲介者を識別するためのアフィリ
エイトＩＤを含む来店情報を、通信ネットワークを介して受信する来店情報受信手段とを
備え、
　前記広告効果検証手段は、ユーザ端末からのアフィリエイトＩＤの受信回数を集計する
ことによって、広告の効果を示す広告効果情報として、アフィリエイト仲介者の紹介によ
ってユーザが実際に来店した実来店回数を含む情報を生成し、
　前記広告効果検証手段が生成した広告効果情報に示される実来店回数に応じて、アフィ
リエイト仲介者に対して支払う対価を算出するアフィリエイト対価算出手段と、
　アフィリエイト仲介者が使用するアフィリエイト端末から、アフィリエイト仲介者が来
店したことを示すアフィリエイト来店情報を、通信ネットワークを介して受信するアフィ
リエイト来店情報受信手段と、
　ユーザ端末から受信した来店情報と、前記アフィリエイト端末から受信したアフィリエ
イト端末情報とに基づいて、アフィリエイト仲介者とユーザとが同伴で来店したか否かを
判定する同伴判定手段とを備え、
　アフィリエイト対価算出手段は、前記同伴判定手段の判定結果に基づいて、アフィリエ
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イト仲介者に対して支払う対価を算出する
　広告効果検証サーバ。
【請求項７】
　前記ユーザ端末より、前記端末位置算出手段の位置検出精度及び分解能の少なくとも一
方を受信し、
前記信頼性判定手段は、前記位置検出精度及び前記分解能の少なくとも一方に基づいて前
記端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性を判定する
ことを特徴とする請求項６に記載の広告効果検証サーバ。
【請求項８】
　通信キャリアサーバから、ユーザが来店したことを示す来店情報を、通信ネットワーク
を介して受信するキャリア側来店情報受信手段と、
　広告効果検証手段の検証結果に基づいて、通信キャリアに対して支払うべき対価を算出
するキャリア対価算出手段とを備えた
　請求項６又は請求項７に記載の広告効果検証サーバ。
【請求項９】
　広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する広告配信方法であって、
　ユーザ端末が、当該ユーザ端末の位置を示す端末位置情報を求める端末位置算出ステッ
プと、
　前記ユーザ端末が、求めた端末位置情報に基づいて、ユーザが来店したか否かを判定す
る来店判定ステップと、
　前記ユーザ端末が、ユーザが来店したと判定したことに基づいて、当該ユーザ端末が位
置の算出に用いる端末位置算出手段を特定可能な位置算出手段特定情報を含む来店情報を
、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信する来店情報送信ステップと、
　前記広告効果検証サーバが、前記ユーザ端末が不正改良されているか否かを示す不正改
良情報を取得する不正改良情報取得ステップと、
　広告効果検証サーバが、前記位置算出手段特定情報が前記不正改良情報に含まれる場合
、前記端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性が低いと判定し、含まれない場合、前
記信頼性が高いと判定する信頼性判定ステップを含み、
　前記広告効果検証サーバが、広告効果検証ステップで、前記端末位置算出手段を用いた
位置算出の信頼性が高いと判定したとき、広告の効果を検証し、
　広告情報を配信する広告配信サーバが、広告情報を仲介するアフィリエイト仲介者を識
別するためのアフィリエイトＩＤを広告情報に付加するアフィリエイトＩＤ付加ステップ
と、
　前記広告配信サーバが、アフィリエイトＩＤを付加した広告情報を、通信ネットワーク
を介して前記ユーザ端末に送信する広告情報送信ステップと、
　アフィリエイト仲介者が使用するアフィリエイト端末が、前記広告配信サーバから受信
した広告情報をユーザ端末に転送する広告情報転送ステップとをさらに含み、
　前記ユーザ端末が、来店情報送信ステップで、前記アフィリエイト端末から受信した広
告情報に付加されたアフィリエイトＩＤを含む来店情報を、通信ネットワークを介して広
告効果検証サーバに送信し、
　前記広告効果検証サーバが、広告効果検証ステップで、ユーザ端末からのアフィリエイ
トＩＤの受信回数を集計することによって、広告の効果を示す広告効果情報として、アフ
ィリエイト仲介者の紹介によってユーザが実際に来店した実来店回数を含む情報を生成し
、
　前記広告効果検証サーバが、生成した広告効果情報に示される実来店回数に応じて、ア
フィリエイト仲介者に対して支払う対価を算出するアフィリエイト対価算出ステップと、
　アフィリエイト端末が、当該アフィリエイト端末の位置を示すアフィリエイト端末位置
情報を求めるアフィリエイト端末位置算出ステップと、
　前記アフィリエイト端末が、求めたアフィリエイト端末位置情報に基づいて、アフィリ
エイト仲介者が来店したか否かを判定するアフィリエイト来店判定ステップと、
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　前記アフィリエイト端末が、アフィリエイト仲介者が来店したと判定したことに基づい
て、アフィリエイト仲介者が来店したことを示すアフィリエイト来店情報を、通信ネット
ワークを介して広告効果検証サーバに送信するアフィリエイト来店情報送信ステップと、
　前記広告効果検証サーバが、ユーザ端末から受信した来店情報と、前記アフィリエイト
端末から受信したアフィリエイト端末情報とに基づいて、アフィリエイト仲介者とユーザ
とが同伴で来店したか否かを判定する同伴判定ステップとをさらに含み、
　前記広告効果検証サーバが、アフィリエイト対価算出ステップで、同伴で来店したか否
かの判定結果に基づいて、アフィリエイト仲介者に対して支払う対価を算出する
　広告配信方法。
【請求項１０】
　前記広告効果検証サーバが、前記ユーザ端末から、前記位置算出手段の位置検出精度及
び分解能の少なくとも一方を受信する位置検出精度及び分解能取得ステップを更に含み、
前記信頼性判定ステップで、広告効果検証サーバは、前記位置検出精度及び前記分解能の
少なくとも一方に基づいて前記端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性を判定する
　ことを特徴とする請求項９に記載の広告配信方法。
【請求項１１】
　通信キャリアサーバが、端末位置情報を取得する端末位置取得ステップと、
　前記通信キャリアサーバが、取得した端末位置情報に基づいて、ユーザが来店したか否
かを判定するキャリア側来店判定ステップと、
　前記通信キャリアサーバが、ユーザが来店したと判定したことに基づいて、ユーザが来
店したことを示す来店情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信する
キャリア側来店情報送信ステップと、
　前記広告効果検証サーバが、広告の効果の検証結果に基づいて、通信キャリアに対して
支払うべき対価を算出するキャリア対価算出ステップとを含む
　請求項９又は請求項１０記載の広告配信方法。
【請求項１２】
　広告情報を配信する広告配信システムにおける広告の効果を検証するための広告効果検
証プログラムであって、
　コンピュータに、
　ユーザ端末から、前記ユーザ端末が位置の算出に用いる端末位置算出手段を特定可能な
位置算出手段特定情報を含む来店情報を、通信ネットワークを介して受信する位置算出手
段特定情報受信処理と、
前記ユーザ端末が不正改良されているか否かを示す不正改良情報を取得する不正改良情報
取得処理と、
　取得した前記位置算出手段特定情報が前記不正改良情報に含まれる場合、前記端末位置
算出手段を用いた位置算出の信頼性が低いと判定し、含まれない場合、前記信頼性が高い
と判定する信頼性判定処理と、
　前記端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性が高いと判定したとき、広告の効果を
検証する広告効果検証処理と、
　ユーザ端末から、広告情報を仲介するアフィリエイト仲介者を識別するためのアフィリ
エイトＩＤを含む来店情報を、通信ネットワークを介して受信する来店情報受信処理と、
　広告効果検証処理で、ユーザ端末からのアフィリエイトＩＤの受信回数を集計すること
によって、広告の効果を示す広告効果情報として、アフィリエイト仲介者の紹介によって
ユーザが実際に来店した実来店回数を含む情報を生成する処理と、
　生成した広告効果情報に示される実来店回数に応じて、アフィリエイト仲介者に対して
支払う対価を算出するアフィリエイト対価算出処理と、
　アフィリエイト仲介者が使用するアフィリエイト端末から、アフィリエイト仲介者が来
店したことを示すアフィリエイト来店情報を、通信ネットワークを介して受信するアフィ
リエイト来店情報受信処理と、
　ユーザ端末から受信した来店情報と、前記アフィリエイト端末から受信したアフィリエ
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イト端末情報とに基づいて、アフィリエイト仲介者とユーザとが同伴で来店したか否かを
判定する同伴判定処理と、
　アフィリエイト対価算出処理で、同伴で来店したか否かの判定結果に基づいて、アフィ
リエイト仲介者に対して支払う対価を算出する処理とを実行させる
　広告効果検証プログラム。
【請求項１３】
　前記ユーザ端末から、前記端末位置算出手段の位置検出精度及び分解能のうち少なくと
も一方を取得する位置検出精度及び分解能取得処理を更に含み、
前記信頼性判定処理は、前記位置検出精度及び前記分解能の少なくとも一方に基づいて前
記端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性を判定する
　請求項１２に記載の広告効果検証プログラム。
【請求項１４】
　コンピュータに、
　通信キャリアサーバから、ユーザが来店したことを示す来店情報を、通信ネットワーク
を介して受信するキャリア側来店情報受信処理と、
　広告の効果の検証結果に基づいて、通信キャリアに対して支払うべき対価を算出するキ
ャリア対価算出処理とを実行させる
　請求項１２又は請求項１３に記載の広告効果検証プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広告情報を配信するとともに、ユーザが店舗を来店したか否かに基づいて広
告の効果を検証する来店保証型の広告配信システム及び広告配信方法に関する。また、本
発明は、ユーザが店舗を来店したか否かに基づいて広告の効果を検証する広告効果検証サ
ーバ及び広告効果検証プログラムに関する。また、本発明は、広告配信システムが備える
ユーザ端末、及びユーザ端末が搭載するユーザ端末用プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インターネットを介してユーザの携帯端末に広告情報を配信し、広告情報の配信
を受けたユーザが実際に店舗に来店した回数等に基づいて、広告主に対する広告料を設定
するシステムが考案されている。例えば、特許文献１には、ユーザが店舗に来店した回数
等に基づいて、ユーザに対してポイント加算を行うことが記載されている。
【特許文献１】特開２００２－１５０１１７号公報（段落００３３－００４８、図６－９
）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　図１４は、特許文献１等に記載された構成を用いた広告配信システムの構成例を示すブ
ロック図である。図１４に示す例では、広告配信システムは、広告配信会社が運営する配
信サーバ９１及び効果検証サーバ９２と、ユーザが使用するユーザ携帯端末９３とを含む
。
【０００４】
　また、配信サーバ９１は、広告情報に広告ＩＤを付与する広告ＩＤ付与部９１１を含む
。また、効果検証サーバ９２は、広告による効果を測定する広告効果測定部９２１と、ユ
ーザに対してポイントを加算するポイント計算部９２２と、広告主に対する広告料を算出
する広告料計算部９２３とを含む。また、店舗に設置される店舗端末等（例えば、ポイン
トカードリーダ）によって、ユーザが来店した旨の来店情報を入力する来店情報入力部９
５１が店舗に設けられる。
【０００５】
　図１４に示す広告配信システムでは、配信サーバ９１は、広告主から提供された広告情



(7) JP 5365511 B2 2013.12.11

10

20

30

40

50

報に対して、広告情報を識別するための広告ＩＤを付与し、広告ＩＤを付与した広告情報
をユーザ携帯端末９３に配信する。次いで、広告情報を受け取ったユーザがユーザ携帯端
末９３を持って店舗に来店すると、店舗の店員は、来店情報入力部９５１を操作して、店
舗の関係者のみが知る店舗ＩＤを入力指示する。すると、来店情報入力部９５１は、店舗
の店員の操作に従って、ユーザ携帯端末９３に対応するユーザＩＤと広告ＩＤとを、効果
検証サーバ９２に送信する。
【０００６】
　効果検証サーバ９２の広告効果測定部９２１は、各広告情報あたりの店舗への来店回数
を集計し、広告料計算部９２３は、集計結果に基づいて広告料を算出して広告主に請求す
る。また、ポイント計算部９２２は、ユーザ毎の店舗への来店回数を集計し、来店回数に
応じてポイントを付与する。
【０００７】
　図１４に示す広告配信システムでは、店舗に来店したユーザに対して、来店回数等に基
づいてポイントを還元するとともに、広告主に対して一広告に対する来店回数等に基づい
て広告料を請求できる。しかし、店舗の店員が店舗端末等を用いて店舗ＩＤの入力操作を
行わなければならず、店舗側の作業負担が大きい。また、広告配信サービスを提供するた
めに店舗の店員を教育する必要が生じ、ユーザ数の増加に伴って店員の作業負担が増加す
る。
【０００８】
　そこで、本発明は、店舗側の負担を増加させることなく、広告情報を配信できるととも
に広告の効果を検証できる広告配信システム、広告効果検証サーバ、ユーザ端末、広告配
信方法、広告効果保証プログラム、及びユーザ端末用プログラムを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明による広告配信システムは、広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する
広告配信システムであって、広告の効果を検証する広告効果検証サーバ（例えば、効果検
証サーバ２）と、ユーザ端末（例えば、ユーザ携帯端末３）とを備え、ユーザ端末は、当
該ユーザ端末の位置を示す端末位置情報を求める端末位置算出手段（例えば、センサ３２
によって実現される）と、端末位置算出手段が求めた端末位置情報に基づいて、ユーザが
来店したか否かを判定する来店判定手段（例えば、来店検出部３１によって実現される）
と、来店判定手段によってユーザが来店したと判定されたことに基づいて、ユーザが来店
したことを示す来店情報（例えば、ユーザＩＤ及び広告ＩＤ）を、通信ネットワークを介
して広告効果検証サーバに送信する来店情報送信手段（例えば、来店検出部３１によって
実現される）とを含み、広告効果検証サーバは、ユーザ端末から受信した来店情報に基づ
いて、広告の効果を検証する広告効果検証手段（例えば、広告効果測定部２１によって実
現される）を含むことを特徴とする。
【００１０】
　また、広告配信システムは、広告情報を配信する広告配信サーバ（例えば、配信サーバ
１）を備え、広告配信サーバは、広告情報に関する位置を示す広告位置情報を広告情報に
付加する広告位置情報付加手段（例えば、位置情報付与部１２によって実現される）と、
広告位置情報付加手段が広告位置情報を付加した広告情報を、通信ネットワークを介して
ユーザ端末に送信する広告情報送信手段（例えば、広告ＩＤ付与部１１によって実現され
る）とを含み、来店判定手段は、端末位置算出手段が求めた端末位置情報と、広告配信サ
ーバから受信した広告情報に付加されている広告位置情報とに基づいて、ユーザが来店し
たか否かを判定するものであってもよい。
【００１１】
　また、広告配信システムにおいて、広告配信サーバは、広告情報を識別するための広告
ＩＤを広告情報に付加する広告ＩＤ付加手段（例えば、広告ＩＤ付与部１１によって実現
される）を含み、広告情報送信手段は、広告ＩＤ付加手段が広告ＩＤを付加した広告情報
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を、通信ネットワークを介してユーザ端末に送信し、来店情報送信手段は、広告配信サー
バから受信した広告情報に付加された広告ＩＤを含む来店情報を、通信ネットワークを介
して広告効果検証サーバに送信し、広告効果検証手段は、ユーザ端末からの広告ＩＤの受
信回数を集計することによって、広告の効果を示す広告効果情報として、来店顧客数を含
む情報を生成し、広告効果検証サーバは、広告効果検証手段が生成した広告効果情報に示
される来店顧客数に応じて、広告主に対して請求する広告料を算出する広告料算出手段（
例えば、広告料計算部２３によって実現される）を含むものであってもよい。
【００１２】
　また、広告配信システムにおいて、来店情報送信手段は、ユーザを識別するためのユー
ザＩＤを含む来店情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信し、広告
効果検証手段は、ユーザ端末からのユーザＩＤの受信回数を集計することによって、広告
の効果を示す広告効果情報として、ユーザの来店回数を含む情報を生成し、広告効果検証
サーバは、広告効果検証手段が生成した広告効果情報に示される来店回数に応じて、ユー
ザに対して付与するポイントを算出するポイント算出手段（例えば、ポイント計算部２２
によって実現される）を含むものであってもよい。
【００１３】
　また、広告配信システムにおいて、来店情報送信手段は、端末位置算出手段を特定可能
な位置算出手段特定情報（例えば、センサ情報）を含む来店情報を、通信ネットワークを
介して広告効果検証サーバに送信し、広告効果検証サーバは、ユーザ端末から受信した位
置算出手段特定情報に基づいて、端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性を判定する
信頼性判定手段（例えば、行動検証部２１１によって実現される）を含み、広告効果検証
手段は、信頼性判定手段によって端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性が高いと判
定されたことに基づいて、広告の効果を検証するものであってもよい。
【００１４】
　また、広告配信システムは、通信キャリアが運営する通信キャリアサーバ（例えば、端
末監視サーバ４）を備え、通信キャリアサーバは、端末位置情報を取得する端末位置取得
手段（例えば、来店検出部４１によって実現される）と、端末位置取得手段が取得した端
末位置情報に基づいて、ユーザが来店したか否かを判定するキャリア側来店判定手段（例
えば、来店検出部４１によって実現される）と、キャリア側来店判定手段によってユーザ
が来店したと判定されたことに基づいて、ユーザが来店したことを示す来店情報を、通信
ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信するキャリア側来店情報送信手段（例え
ば、来店検出部４１によって実現される）とを含み、広告効果検証サーバは、広告効果検
証手段の検証結果に基づいて、通信キャリアに対して支払う対価を算出するキャリア対価
算出手段（例えば、位置検出対価計算部２４によって実現される）を含むものであっても
よい。
【００１５】
　また、広告配信システムは、広告情報を配信する広告配信サーバ（例えば、配信サーバ
１）と、広告情報を仲介するアフィリエイト仲介者（例えば、アフィリエイトユーザ）が
使用するアフィリエイト端末（例えば、アフィリエイトユーザ端末５１，５２）とを備え
、広告配信サーバは、アフィリエイト仲介者を識別するためのアフィリエイトＩＤを広告
情報に付加するアフィリエイトＩＤ付加手段（例えば、アフィリエイトＩＤ付与部１４に
よって実現される）と、アフィリエイトＩＤ付加手段がアフィリエイトＩＤを付加した広
告情報を、通信ネットワークを介してユーザ端末に送信する広告情報送信手段（例えば、
アフィリエイトＩＤ付与部１４によって実現される）を含み、アフィリエイト端末は、広
告配信サーバから受信した広告情報をユーザ端末に転送する広告情報転送手段（例えば、
アフィリエイトユーザ端末５１，５２が備えるＣＰＵ及びネットワークインタフェース部
によって実現される）を含み、来店情報送信手段は、アフィリエイト端末から受信した広
告情報に付加されたアフィリエイトＩＤを含む来店情報を、通信ネットワークを介して広
告効果検証サーバに送信し、広告効果検証手段は、ユーザ端末からのアフィリエイトＩＤ
の受信回数を集計することによって、広告の効果を示す広告効果情報として、アフィリエ
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イト仲介者の紹介によってユーザが実際に来店した実来店回数を含む情報を生成し、広告
効果検証サーバは、広告効果検証手段が生成した広告効果情報に示される実来店回数に応
じて、アフィリエイト仲介者に対して支払う対価を算出するアフィリエイト対価算出手段
（例えば、広告対価計算部２５によって実現される）を含むものであってもよい。
【００１６】
　また、広告配信システムにおいて、アフィリエイト端末は、当該アフィリエイト端末の
位置を示すアフィリエイト端末位置情報を求めるアフィリエイト端末位置算出手段（例え
ば、来店検出部５１１，５１２によって実現される）と、アフィリエイト端末位置算出手
段が求めたアフィリエイト端末位置情報に基づいて、アフィリエイト仲介者が来店したか
否かを判定するアフィリエイト来店判定手段（例えば、来店検出部５１１，５１２によっ
て実現される）と、アフィリエイト来店判定手段によってアフィリエイト仲介者が来店し
たと判定されたことに基づいて、アフィリエイト仲介者が来店したことを示すアフィリエ
イト来店情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信するアフィリエイ
ト来店情報送信手段（例えば、来店検出部５１１，５１２によって実現される）とを含み
、広告効果検証サーバは、ユーザ端末から受信した来店情報と、アフィリエイト端末から
受信したアフィリエイト端末情報とに基づいて、アフィリエイト仲介者とユーザとが同伴
で来店したか否かを判定する同伴判定手段（例えば、同伴検出部２１２によって実現され
る）を含み、アフィリエイト対価算出手段は、同伴判定手段の判定結果に基づいて、アフ
ィリエイト仲介者に対して支払う対価を算出するものであってもよい。
【００１７】
　本発明による広告効果検証サーバは、広告情報を配信する広告配信システムにおける広
告の効果を検証する広告効果検証サーバ（例えば、効果検証サーバ２）であって、ユーザ
端末から、ユーザ端末が位置の算出に用いる端末位置算出手段を特定可能な位置算出手段
特定情報を含む来店情報を、通信ネットワークを介して受信する位置算出手段特定情報受
信手段（例えば、広告効果測定部２１Ａによって実現される）と、位置算出手段特定情報
受信手段が受信した位置算出手段特定情報に基づいて、ユーザ端末による端末位置算出手
段を用いた位置算出の信頼性を判定する信頼性判定手段（例えば、行動検証部２１１によ
って実現される）と、信頼性判定手段によって端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼
性が高いと判定されたことに基づいて、広告の効果を検証する広告効果検証手段（例えば
、広告効果測定部２１Ａによって実現される）とを備えたことを特徴とする。
【００１８】
　また、広告効果検証サーバは、通信キャリアが運営する通信キャリアサーバ（例えば、
端末監視サーバ４）から、ユーザが来店したことを示す来店情報を、通信ネットワークを
介して受信するキャリア側来店情報受信手段（例えば、広告効果測定部２１Ｂによって実
現される）と、広告効果検証手段の検証結果に基づいて、通信キャリアに対して支払う対
価を算出するキャリア対価算出手段（例えば、位置検出対価計算部２４によって実現され
る）とを備えたものであってもよい。
【００１９】
　また、広告効果検証サーバは、ユーザ端末から、広告情報を仲介するアフィリエイト仲
介者を識別するためのアフィリエイトＩＤを含む来店情報を、通信ネットワークを介して
受信する来店情報受信手段（例えば、広告効果測定部２１Ｃによって実現される）を備え
、広告効果検証手段は、ユーザ端末からのアフィリエイトＩＤの受信回数を集計すること
によって、広告の効果を示す広告効果情報として、アフィリエイト仲介者の紹介によって
ユーザが実際に来店した実来店回数を含む情報を生成し、広告効果検証手段が生成した広
告効果情報に示される実来店回数に応じて、アフィリエイト仲介者に対して支払う対価を
算出するアフィリエイト対価算出手段をさらに備えたものであってもよい。
【００２０】
　また、広告効果検証サーバは、アフィリエイト仲介者が使用するアフィリエイト端末か
ら、アフィリエイト仲介者が来店したことを示すアフィリエイト来店情報を、通信ネット
ワークを介して受信するアフィリエイト来店情報受信手段（例えば、広告効果測定部２１
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によって実現される）と、ユーザ端末から受信した来店情報と、アフィリエイト端末から
受信したアフィリエイト端末情報とに基づいて、アフィリエイト仲介者とユーザとが同伴
で来店したか否かを判定する同伴判定手段（例えば、同伴検出部２１２によって実現され
る）とを備え、アフィリエイト対価算出手段は、同伴判定手段の判定結果に基づいて、ア
フィリエイト仲介者に対して支払う対価を算出するものであってもよい。
【００２１】
　本発明による広告配信システムのユーザ端末は、広告情報を配信するとともに広告の効
果を検証する広告配信システムのユーザ端末（例えば、ユーザ携帯端末３）であって、当
該ユーザ端末の位置を示す端末位置情報を求める端末位置算出手段（例えば、センサ３２
によって実現される）と、端末位置算出手段が求めた端末位置情報に基づいて、ユーザが
来店したか否かを判定する来店判定手段（例えば、来店検出部３１によって実現される）
と、来店判定手段によってユーザが来店したと判定されたことに基づいて、ユーザが来店
したことを示す来店情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信する来
店情報送信手段（例えば、来店検出部３１によって実現される）とを備えたことを特徴と
する。
【００２２】
　本発明による広告配信方法は、広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する広告
配信方法であって、ユーザ端末が、当該ユーザ端末の位置を示す端末位置情報を求める端
末位置算出ステップと、ユーザ端末が、求めた端末位置情報に基づいて、ユーザが来店し
たか否かを判定する来店判定ステップと、ユーザ端末が、ユーザが来店したと判定したこ
とに基づいて、ユーザが来店したことを示す来店情報を、通信ネットワークを介して広告
効果検証サーバに送信する来店情報送信ステップと、広告の効果を検証する広告効果検証
サーバが、ユーザ端末から受信した来店情報に基づいて、広告の効果を検証する広告効果
検証ステップとを含むことを特徴とする。
【００２３】
　また、広告配信方法は、ユーザ端末が、来店情報送信ステップで、当該ユーザ端末が位
置の算出に用いる端末位置算出手段を特定可能な位置算出手段特定情報を含む来店情報を
、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信し、広告効果検証サーバが、ユー
ザ端末から受信した位置算出手段特定情報に基づいて、端末位置算出手段を用いた位置算
出の信頼性を判定する信頼性判定ステップを含み、広告効果検証サーバが、広告効果検証
ステップで、端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性が高いと判定したことに基づい
て、広告の効果を検証するものであってもよい。
【００２４】
　また、広告配信方法は、通信キャリアが運営する通信キャリアサーバが、端末位置情報
を取得する端末位置取得ステップと、通信キャリアサーバが、取得した端末位置情報に基
づいて、ユーザが来店したか否かを判定するキャリア側来店判定ステップと、通信キャリ
アサーバが、ユーザが来店したと判定したことに基づいて、ユーザが来店したことを示す
来店情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信するキャリア側来店情
報送信ステップと、広告効果検証サーバが、広告の効果の検証結果に基づいて、通信キャ
リアに対して支払う対価を算出するキャリア対価算出ステップとを含むものであってもよ
い。
【００２５】
　また、広告配信方法は、広告情報を配信する広告配信サーバが、広告情報を仲介するア
フィリエイト仲介者を識別するためのアフィリエイトＩＤを広告情報に付加するアフィリ
エイトＩＤ付加ステップと、広告配信サーバが、アフィリエイトＩＤを付加した広告情報
を、通信ネットワークを介してユーザ端末に送信する広告情報送信ステップと、アフィリ
エイト仲介者が使用するアフィリエイト端末が、広告配信サーバから受信した広告情報を
ユーザ端末に転送する広告情報転送ステップと、ユーザ端末が、来店情報送信ステップで
、アフィリエイト端末から受信した広告情報に付加されたアフィリエイトＩＤを含む来店
情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信し、広告効果検証サーバが
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、広告効果検証ステップで、ユーザ端末からのアフィリエイトＩＤの受信回数を集計する
ことによって、広告の効果を示す広告効果情報として、アフィリエイト仲介者の紹介によ
ってユーザが実際に来店した実来店回数を含む情報を生成し、広告効果検証サーバが、生
成した広告効果情報に示される実来店回数に応じて、アフィリエイト仲介者に対して支払
う対価を算出するアフィリエイト対価算出ステップを含むものであってもよい。
【００２６】
　また、広告配信方法は、アフィリエイト端末が、当該アフィリエイト端末の位置を示す
アフィリエイト端末位置情報を求めるアフィリエイト端末位置算出ステップと、アフィリ
エイト端末が、求めたアフィリエイト端末位置情報に基づいて、アフィリエイト仲介者が
来店したか否かを判定するアフィリエイト来店判定ステップと、アフィリエイト端末が、
アフィリエイト仲介者が来店したと判定したことに基づいて、アフィリエイト仲介者が来
店したことを示すアフィリエイト来店情報を、通信ネットワークを介して広告効果検証サ
ーバに送信するアフィリエイト来店情報送信ステップと、広告効果検証サーバが、ユーザ
端末から受信した来店情報と、アフィリエイト端末から受信したアフィリエイト端末情報
とに基づいて、アフィリエイト仲介者とユーザとが同伴で来店したか否かを判定する同伴
判定ステップとを含み、広告効果検証サーバが、アフィリエイト対価算出ステップで、同
伴で来店したか否かの判定結果に基づいて、アフィリエイト仲介者に対して支払う対価を
算出するものであってもよい。
【００２７】
　本発明による広告効果検証プログラムは、広告情報を配信する広告配信システムにおけ
る広告の効果を検証するための広告効果検証プログラムであって、コンピュータに、ユー
ザ端末から、ユーザ端末が位置の算出に用いる端末位置算出手段を特定可能な位置算出手
段特定情報を含む来店情報を、通信ネットワークを介して受信する位置算出手段特定情報
受信処理と、受信した位置算出手段特定情報に基づいて、ユーザ端末による端末位置算出
手段を用いた位置算出の信頼性を判定する信頼性判定処理と、端末位置算出手段を用いた
位置算出の信頼性が高いと判定したことに基づいて、広告の効果を検証する広告効果検証
処理とを実行させるためのものである。
【００２８】
　また、広告効果検証プログラムは、コンピュータに、通信キャリアが運営する通信キャ
リアサーバから、ユーザが来店したことを示す来店情報を、通信ネットワークを介して受
信するキャリア側来店情報受信処理と、広告の効果の検証結果に基づいて、通信キャリア
に対して支払う対価を算出するキャリア対価算出処理とを実行させるためのものであって
もよい。
【００２９】
　また、広告効果検証プログラムは、コンピュータに、ユーザ端末から、広告情報を仲介
するアフィリエイト仲介者を識別するためのアフィリエイトＩＤを含む来店情報を、通信
ネットワークを介して受信する来店情報受信処理を実行させ、広告効果検証処理で、ユー
ザ端末からのアフィリエイトＩＤの受信回数を集計することによって、広告の効果を示す
広告効果情報として、アフィリエイト仲介者の紹介によってユーザが実際に来店した実来
店回数を含む情報を生成する処理を実行させ、生成した広告効果情報に示される実来店回
数に応じて、アフィリエイト仲介者に対して支払う対価を算出するアフィリエイト対価算
出処理をさらに実行させるためのものであってもよい。
【００３０】
　また、広告効果検証プログラムは、コンピュータに、アフィリエイト仲介者が使用する
アフィリエイト端末から、アフィリエイト仲介者が来店したことを示すアフィリエイト来
店情報を、通信ネットワークを介して受信するアフィリエイト来店情報受信処理と、ユー
ザ端末から受信した来店情報と、アフィリエイト端末から受信したアフィリエイト端末情
報とに基づいて、アフィリエイト仲介者とユーザとが同伴で来店したか否かを判定する同
伴判定処理とを実行させ、アフィリエイト対価算出処理で、同伴で来店したか否かの判定
結果に基づいて、アフィリエイト仲介者に対して支払う対価を算出する処理を実行させる
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ためのものであってもよい。
【００３１】
　本発明によるユーザ端末用プログラムは、広告情報を配信するとともに広告の効果を検
証する広告配信システムのユーザ端末が搭載するユーザ端末用プログラムであって、コン
ピュータに、ユーザ端末の位置を示す端末位置情報を求める端末位置算出処理と、求めた
端末位置情報に基づいて、ユーザが来店したか否かを判定する来店判定処理と、ユーザが
来店したと判定したことに基づいて、ユーザが来店したことを示す来店情報を、通信ネッ
トワークを介して広告効果検証サーバに送信する来店情報送信処理とを実行させるための
ものである。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、ユーザ端末が、端末位置情報に基づいてユーザが店舗に来店したか否
かを自動検出し、ユーザの来店を検出すると来店情報を広告効果検証サーバに送信する。
そして、広告効果検証サーバが、ユーザ端末から受信した来店情報に基づいて、広告情報
を配信したことに対する広告の効果を検証する。そのため、ユーザの来店を検出するため
に、店員が特別の操作を行うことを不要とし、店舗にポイントカードリーダ等の店舗端末
を設置する必要をなくすことができる。従って、店舗側の負担を増加させることなく、広
告情報を配信できるとともに広告の効果を検証することができる。
【００３３】
　また、本発明によれば、ユーザ端末が、端末位置算出手段を特定可能な位置算出手段特
定情報を含む来店情報を送信し、広告効果検証サーバが、位置算出手段特定情報に基づい
て、端末位置算出手段による位置検出の信頼性を判定するように構成すれば、端末位置算
出手段を不正に用いてポイントを取得しようとするような不正行為を防止することができ
る。
【００３４】
　また、本発明によれば、通信キャリアサーバが、ユーザが来店したか否かを判定し、来
店情報を広告効果検証サーバに送信するように構成すれば、広告配信会社が、位置検出に
よる情報提供の対価を通信キャリアに対して支払うという新しいビジネスモデルを実現す
ることができる。
【００３５】
　また、本発明によれば、アフィリエイト仲介者が使用するアフィリエイト端末を備え、
ユーザ端末が、アフィリエイトＩＤを含む来店情報を広告効果検証サーバに送信するよう
に構成すれば、アフィリエイト転送者に対して、ユーザが店舗に実際に来店したことに応
じて対価を支払う新たなビジネスモデルを実現することができる。また、アフィリエイト
ビジネスを実現するために、店員が特別の操作を行うことを不要とし、店舗にポイントカ
ードリーダ等の店舗端末を設置する必要をなくすことができる。従って、店舗側の負担を
増加させることなく、アフィリエイトビジネスを実現することができる。
【００３６】
　また、本発明によれば、アフィリエイト端末が、アフィリエイト端末位置情報に基づい
てアフィリエイト仲介者が店舗に来店したか否かを自動検出し、広告効果検証サーバが、
アフィリエイト仲介者とユーザとが同伴で来店したか否かを判定するように構成すれば、
アフィリエイト仲介者とユーザとが同伴で来店した場合には、エンドユーザが単独で来店
した場合よりも高く評価して、アフィリエイトユーザに対して対価を支払うビジネスモデ
ルを実現することができる。また、アフィリエイトビジネスを実現するために、店員が特
別の操作を行うことを不要とし、店舗にポイントカードリーダ等の店舗端末を設置する必
要をなくすことができる。従って、店舗側の負担を増加させることなく、アフィリエイト
ビジネスを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１Ａ】本発明による来店保証型の広告配信システムの構成の一例を示すブロック図で
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ある。
【図１Ｂ】本発明による更に詳細な来店保証型の広告配信システムの構成の一例を示すブ
ロック図である。
【図２Ａ】広告効果データベースが記憶する広告効果情報の例を示す説明図である。
【図２Ｂ】広告効果データベースが記憶する広告効果情報の例を示す説明図である。
【図３】広告配信システムが広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する処理の一
例を示すフローチャートである。
【図４】第２の実施の形態における来店保証型の広告配信システムの構成例を示すブロッ
ク図である。
【図５】第２の実施の形態における広告配信システムが広告情報を配信するとともに広告
の効果を検証する処理例を示すフローチャートである。
【図６】第３の実施の形態における来店保証型の広告配信システムの構成例を示すブロッ
ク図である。
【図７】第３の実施の形態における広告配信システムが広告情報を配信するとともに広告
の効果を検証する処理例を示すフローチャートである。
【図８】第４の実施の形態における来店保証型の広告配信システムの構成例を示すブロッ
ク図である。
【図９】広告効果データベースが記憶する広告効果情報の他の例を示す説明図である。
【図１０】第４の実施の形態における広告配信システムが広告情報を配信するとともに広
告の効果を検証する処理例を示すフローチャートである。
【図１１】第５の実施の形態における来店保証型の広告配信システムの構成例を示すブロ
ック図である。
【図１２】広告効果データベースが記憶する広告効果情報のさらに他の例を示す説明図で
ある。
【図１３】第５の実施の形態における広告配信システムが広告情報を配信するとともに広
告の効果を検証する処理例を示すフローチャートである。
【図１４】広告配信システムの構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００３８】
１　配信サーバ
２　効果検証サーバ
３　ユーザ携帯端末
４　端末監視サーバ
１１　広告ＩＤ付与部
１２　位置情報付与部
１３　広告配信情報送信部
１４　アフィリエイトＩＤ付与部
２１，２１Ａ，２１Ｂ，２１Ｃ　広告効果測定部
２２　ポイント計算部
２３　広告料計算部
２４　位置検出対価計算部
２５　広告対価計算部
２６，２６Ｂ，２６Ｃ，２６Ｄ　広告効果データベース
２７　センサ情報データベース
３１，３１Ａ　来店検出部
３２　センサ
３３　端末位置算出部
３４　来店情報送信部
４１　来店検出部
５１，５２　アフィリエイトユーザ端末
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２１１　行動検証部
２１２　同伴検出部
５１１，５１２　来店検出部
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　第１の実施の形態
　以下、本発明の第１の実施の形態を図面を参照して説明する。図１Ａは、本発明による
来店保証型の広告配信システムの構成の一例を示すブロック図である。この広告配信シス
テムは、広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する広告配信システムである。広
告配信システムは、広告の効果を検証する効果検証サーバ２と、ユーザ携帯端末３とを備
えている。ユーザ携帯端末３は、ユーザ携帯端末３の位置を示す端末位置情報を求める端
末位置算出部３３と、端末位置算出部３３が求めた端末位置情報に基づいて、ユーザが来
店したか否かを判定する来店検出部３１と、来店検出部３１によってユーザが来店したと
判定されたことに基づいて、ユーザが来店したことを示す来店情報を、通信ネットワーク
を介して効果検証サーバ２に送信する来店情報送信部３４とを含む。端末位置算出部３３
は、例えば、図１Ｂに示すセンサ３２である。効果検証サーバ２は、ユーザ携帯端末３か
ら受信した来店情報に基づいて、広告の効果を検証する広告効果測定部２１を含む。図１
Ｂは、本発明による来店保証型の更に詳細な広告配信システムの構成の一例を示すブロッ
ク図である。図１Ｂに示すように、広告配信システムは、配信サーバ１、効果検証サーバ
２及びユーザ携帯端末３を含む。また、配信サーバ１、効果検証サーバ２及びユーザ携帯
端末３は、インターネットや移動通信網等を含む通信ネットワークを介して接続される。
【００４０】
　配信サーバ１は、広告配信サービスを提供する広告配信会社が運営するサーバであり、
具体的には、プログラムに従って動作するパーソナルコンピュータ等の情報処理装置によ
って実現される。なお、広告配信会社は、広告代理店であってもよく、広告配信サービス
を提供可能な検索サイトを運営する事業者や通信キャリアであってもよい。図１Ｂに示す
ように、配信サーバ１は、広告ＩＤ付与部１１及び位置情報付与部１２を含む。
【００４１】
　広告ＩＤ付与部１１は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰ
Ｕ及びネットワークインタフェース部によって実現される。広告ＩＤ付与部１１は、広告
主から提供された各広告情報に対して、広告情報を識別するための広告ＩＤを付与する機
能を備える。また、広告ＩＤ付与部１１は、付加情報として広告ＩＤを付与した広告情報
を、通信ネットワークを介してユーザ端末３に送信する機能を備える。なお、本実施の形
態では、広告ＩＤ付与部１１は、位置情報付与部１２によって位置情報を付与された広告
情報をユーザ携帯端末３に送信する。
【００４２】
　位置情報付与部１２は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰ
Ｕによって実現される。位置情報付与部１２は、各広告情報に対応する位置情報（例えば
、広告対象の店舗の位置）を算出し、付加情報として広告情報に付与する機能を備える。
以下、位置情報付与部１２が算出する各広告情報に対応する位置情報を広告位置情報とも
いう。
【００４３】
　例えば、位置情報付与部１２は、予め広告情報とともに広告主から提供された広告位置
情報を広告情報に付与する。また、例えば、位置情報付与部１２は、テキスト解析等を実
行することによって広告情報から店舗の住所を示す文字列を広告位置情報として抽出する
。
【００４４】
　なお、位置情報付与部１２は、店舗等の住所を示す情報をそのまま広告位置情報として
付与してもよいし、緯度及び経度に変換して広告位置情報としてもよい。広告位置情報と
して緯度及び経度を算出する場合、位置情報付与部１２は、例えば、住所と緯度及び経度
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とを対応付けた対応テーブルを予めハードディスク装置等の記憶装置に記憶する。そして
、広告情報からテキスト解析等を施すことによって抽出した住所を示す文字列に対応する
緯度及び経度を対応テーブルから抽出し、抽出した緯度及び経度を広告位置情報として出
力する。
【００４５】
　効果検証サーバ２は、広告配信会社が運営するサーバであり、具体的には、パーソナル
コンピュータ等の情報処理装置によって実現される。図１Ｂに示すように、効果検証サー
バ２は、広告効果測定部２１、広告効果データベース２６、ポイント計算部２２及び広告
料計算部２３を含む。
【００４６】
　広告効果測定部２１は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰ
Ｕ及びネットワークインタフェース部によって実現される。広告効果測定部２１は、ユー
ザを識別するためのユーザＩＤ及び広告ＩＤを、通信ネットワークを介してユーザ携帯端
末３から受信する機能を備える。また、広告効果測定部２１は、受信したユーザＩＤ及び
広告ＩＤに基づいて、広告情報を配信したことに対する広告の効果を測定する処理を実行
する機能を備える。また、広告効果測定部２１は、広告効果の測定結果を示す広告効果情
報を広告効果データベース２６に記憶させる機能を備える。
【００４７】
　具体的には、広告効果測定部２１は、広告ＩＤの受信回数を集計することによって、店
舗に何人の顧客が来店したかを示すデータを広告効果情報として算出する。また、広告効
果測定部２１は、ユーザＩＤの受信回数を集計することによって、ユーザの来店回数やユ
ーザが来店した店舗数を広告効果情報として算出する。
【００４８】
　広告効果データベース２６は、具体的には、磁気ディスク装置や光ディスク装置等のデ
ータベース装置によって実現される。広告効果データベース２６は、広告効果測定部２１
が求めた広告効果情報を記憶する。図２Ａ、２Ｂは、広告効果データベース２６が記憶す
る広告効果情報の例を示す説明図である。広告効果データベース２６は、図２Ａに示すよ
うに、例えば、店舗への来店顧客数を広告ＩＤに対応付けて記憶する。また、広告効果デ
ータベース２６は、図２Ｂに示すように、例えば、ユーザの店舗への来店回数（来店店舗
数）をユーザＩＤに対応付けて記憶する。
【００４９】
　ポイント計算部２２は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰ
Ｕによって実現される。ポイント計算部２２は、広告効果データベース２６が記憶する広
告効果情報に基づいて、ユーザに対して付与するポイントを算出する機能を備える。例え
ば、ポイント計算部２２は、広告効果情報に示されるユーザの店舗への来店回数（来店店
舗数）に応じて、ユーザに対して付与するポイントを算出する。
【００５０】
　広告料計算部２３は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰＵ
によって実現される。広告料計算部２３は、広告効果データベース２６が記憶する広告効
果情報に基づいて、広告主に対して請求する広告料を算出する機能を備える。例えば、広
告料計算部２３は、広告効果情報に示される店舗への来店顧客数に応じて、広告主に対し
て請求する広告料を算出する。
【００５１】
　なお、本実施の形態では、配信サーバ１と効果検証サーバ２とを別々のサーバとして実
現する場合を示したが、配信サーバ１と効果検証サーバ２とを共通の情報処理装置を用い
て実現してもよい。
【００５２】
　ユーザ携帯端末３は、ユーザが使用する端末であり、具体的には、プログラムに従って
動作する携帯電話機等の携帯端末である。また、ユーザ携帯端末３は、ユーザが携帯可能
な端末であれば、例えば、ＰＤＡ等の端末であってもよい。なお、図１Ｂでは、１つのユ
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ーザ携帯端末３を示しているが、広告配信システムは、複数のユーザ携帯端末３を含む。
【００５３】
　図１Ｂに示すように、ユーザ携帯端末３は、来店検出部３１及びセンサ３２を備える。
なお、図１Ｂでは、ユーザ携帯端末３がセンサ３２を外付けで備える場合が示されている
が、ユーザ携帯端末３は、センサ３２を内蔵していてもよい。
【００５４】
　センサ３２は、ユーザ携帯端末３の位置情報（例えば、緯度及び経度）を検出する機能
を備える。以下、センサ３２が検出するユーザ携帯端末３の位置情報を端末位置情報とも
いう。例えば、ユーザ携帯端末３がＧＰＳ機能を備える場合には、センサ３２は、ＧＰＳ
レシーバ及びユーザ携帯端末３のＣＰＵによって実現され、受信したＧＰＳ信号に基づい
て端末位置情報を算出する。
【００５５】
　また、例えば、ユーザ携帯端末３が無線ＬＡＮへの接続機能を備える場合には、センサ
３２は、無線ＬＡＮ用の送受信部及びユーザ携帯端末３のＣＰＵによって実現され、無線
ＬＡＮのアクセスポイント（無線基地局）から受信する位置情報に基づいて端末位置情報
を算出してもよい。また、例えば、センサ３２は、ユーザ携帯端末３が備える無線送受信
部及びＣＰＵによって実現され、通信キャリアが提供する位置情報サービスを利用して、
各無線基地局から位置情報を受信することによって端末位置情報を算出してもよい。また
、例えば、センサ３２は、複数の無線基地局から、無線基地局を特定可能な情報（無線エ
リアを特定可能な無線エリア情報）を受信して、端末位置情報としてもよい。
【００５６】
　来店検出部３１は、具体的には、プログラムに従って動作する携帯端末のＣＰＵ及び送
受信部によって実現される。来店検出部３１は、センサ３２が検出した端末位置情報に基
づいて、ユーザが店舗に来店したか否かを判定する機能を備える。
【００５７】
　例えば、来店検出部３１は、広告ＩＤ及び広告位置情報（緯度及び経度）が付加された
広告情報を、通信ネットワークを介して配信サーバ１から受信し、メモリ等の記憶部に記
憶させる。また、来店検出部３１は、センサ３２から端末位置情報（緯度及び経度）を入
力すると、入力した位置情報が記憶部に記憶する広告位置情報に合致するか否か（又は、
所定距離以内の差であるか否か）を判断する。広告位置情報に合致すれば（又は、所定距
離以内の差であれば）、来店検出部３１は、ユーザが店舗に来店したと判定する。
【００５８】
　また、例えば、来店検出部３１は、広告位置情報として店舗の住所を示す情報を記憶し
、端末位置情報として複数の無線エリア情報を受信する場合には、住所と無線エリア情報
の組合せとを対応付けた対応テーブルを予めメモリ等の記憶部に記憶してもよい。そして
、例えば、来店検出部３１は、受信した無線エリア情報の組合せに対応する住所を対応テ
ーブルから抽出し、抽出した住所が広告位置情報に示される住所と合致するか否かを判断
することによって、ユーザが店舗に来店したか否かを判定してもよい。
【００５９】
　また、来店検出部３１は、ユーザが店舗に来店したと判定すると、ユーザＩＤ及び広告
ＩＤを、通信ネットワークを介して効果検証サーバ２に送信する機能を備える。例えば、
来店検出部３１は、ユーザＩＤ及び配信サーバ１から受信した広告情報をメモリ等の記憶
部に記憶しており、ユーザが店舗に来店したと判定したことに基づいて、ユーザＩＤ及び
広告情報に付加されている広告ＩＤを効果検証サーバ２に送信する。なお、来店検出部３
１は、ユーザＩＤとして、ユーザ携帯端末３の端末番号や、ユーザの電子メールアドレス
等を送信してもよい。
【００６０】
　また、例えば、ユーザ携帯端末３は、センサ３２として、ＲＦＩＤタグを添付してもよ
い。この場合、ユーザＩＤ及び配信サーバ１から受信した広告情報に付加されている広告
ＩＤをＲＦＩＤタグに記憶させるようにし、店舗側にＲＦＩＤリーダを備えた店舗端末を
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備えるようにしてもよい。そして、店舗端末は、ユーザの読み取り操作に従って、ユーザ
携帯端末３に添付されたＲＦＩＤタグからユーザＩＤ及び広告ＩＤを読み取り、読み取っ
たユーザＩＤ及び広告ＩＤを効果検証サーバ２に送信するようにしてもよい。
【００６１】
　なお、本実施の形態において、効果検証サーバ２の記憶装置（図示せず）は、広告情報
配信に対する広告の効果を検証するための各種プログラムを記憶している。また、本実施
の形態において、ユーザ携帯端末３の記憶部（図示せず）は、ユーザが店舗に来店したか
否かを検出するための各種プログラムを記憶している。例えば、ユーザ携帯端末３の記憶
部は、コンピュータに、ユーザ端末の位置を示す端末位置情報を求める端末位置算出処理
と、求めた端末位置情報に基づいて、ユーザが来店したか否かを判定する来店判定処理と
、ユーザが来店したと判定したことに基づいて、ユーザが来店したことを示す来店情報を
、通信ネットワークを介して広告効果検証サーバに送信する来店情報送信処理とを実行さ
せるための来店検出プログラムを記憶している。
【００６２】
　次に、動作について説明する。図３は、広告配信システムが広告情報を配信するととも
に広告の効果を検証する処理の一例を示すフローチャートである。本実施の形態では、広
告配信会社は、各広告主と予め契約を締結しており、各広告主は、ユーザに配信したい広
告情報を予め広告配信会社に提供する。なお、広告主が運営する広告提供サーバを備える
ようにし、広告提供サーバが、通信ネットワークを介して、配信対象の広告情報を配信サ
ーバ１に送信するようにしてもよい。
【００６３】
　配信サーバ１は、提供された広告情報に対して、広告情報を一意に特定可能な広告ＩＤ
を付与するとともに、広告位置情報を付与する（ステップＳ１０１）。この場合、例えば
、予め広告主から広告位置情報を提供されている場合には、配信サーバ１は、提供された
広告位置情報を広告ＩＤとともに広告情報に付加する。また、例えば、配信サーバ１は、
テキスト解析処理等を施すことによって広告情報から店舗の住所を示す文字列を抽出する
ことによって広告位置情報を求め、広告情報に付加する。
【００６４】
　なお、配信サーバ１は、例えば、各広告主から提供された広告情報を蓄積する広告情報
データベースを備える。広告情報データベースは、具体的には、磁気ディスク装置や光デ
ィスク装置等のデータベース装置によって実現され、広告情報を、広告ＩＤ及び広告位置
情報に対応付けて記憶する。
【００６５】
　次いで、配信サーバ１は、広告ＩＤ及び広告位置情報を付加した広告情報を、通信ネッ
トワークを介してユーザ携帯端末３に送信する（ステップＳ１０２）。例えば、配信サー
バ１は、電子メールを用いて、広告情報をユーザ携帯端末３に送信する。ユーザ携帯端末
３は、広告情報を受信すると、受信した広告情報に基づいて、店舗等の広告内容を液晶表
示部等の表示部に表示する。
【００６６】
　なお、ユーザ携帯端末３は、例えば、広告情報を受信した後に、ユーザの表示操作に従
って、店舗等の広告内容を表示するようにしてもよい。また、例えば、ユーザ携帯端末３
は、広告情報の所在を示すＵＲＬを含む電子メールを受信した場合には、ユーザのアクセ
ス操作に従って、ＵＲＬで示されるＷｅｂサイトにアクセスすることによって、店舗等の
広告内容をＷｅｂ情報として表示してもよい。
【００６７】
　また、ユーザ携帯端末３は、受信した広告ＩＤ及び広告位置情報が付加された広告情報
を、メモリ等の記憶部に記憶する。
【００６８】
　ユーザは、ユーザ携帯端末３が表示する広告内容を確認し、広告に示される商品やサー
ビスに関心がある場合には、ユーザ携帯端末３を所持して店舗に来店する。
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【００６９】
　ユーザ携帯端末３は、所定のタイミングで、センサ３２を用いて端末位置情報を検出す
る。例えば、ユーザ携帯端末３は、所定時間毎に、センサ３２を用いて端末位置情報を検
出している。また、例えば、ユーザ携帯端末３は、広告ＩＤ及び広告位置情報が付加され
た広告情報を受信したタイミングや、ユーザによって位置検出の指示操作が行われたタイ
ミングで、端末位置情報を検出するようにしてもよい。
【００７０】
　ユーザ携帯端末３は、検出した端末位置情報及び広告情報に付加されている広告位置情
報に基づいて、ユーザが店舗に来店したか否かを判定する（ステップＳ１０３）。例えば
、ユーザ携帯端末３は、検出した端末位置情報が広告位置情報に合致する（又は、所定距
離以内の差である）と判断すると、ユーザが店舗に来店したと判定する。ユーザが店舗に
来店したと判定すると、ユーザ携帯端末３は、予めメモリ等の記憶部に記憶するユーザＩ
Ｄ、及び広告情報に付加されている広告ＩＤを抽出し、通信ネットワークを介して効果検
証サーバ２に送信する（ステップＳ１０４）。
【００７１】
　効果検証サーバ２は、ユーザＩＤ及び広告ＩＤを受信すると、受信したユーザＩＤ及び
広告ＩＤに基づいて、広告情報を配信したことに対する広告の効果を測定する処理を実行
し、広告効果情報を生成する（ステップＳ１０５）。そして、効果検証サーバ２は、生成
した広告効果情報を広告効果データベース２６に記憶させる。なお、効果検証サーバ２は
、各ユーザ携帯端末３からユーザＩＤ及び広告ＩＤを受信する毎に、ステップＳ１０５の
処理を繰り返し実行し、広告効果データベース２６が記憶する広告効果情報を随時更新す
る。
【００７２】
　また、効果検証サーバ２は、所定のタイミングで（例えば月末）、広告効果データベー
ス２６が記憶する広告効果情報に基づいて、ユーザに対して付与するポイントを算出する
（ステップＳ１０６）。例えば、効果検証サーバ２は、広告効果情報に示されるユーザの
店舗への来店回数（来店店舗数）に応じて、ユーザに対して付与するポイントを算出する
。
【００７３】
　なお、効果検証サーバ２は、例えば、算出したポイントを示すポイント情報を記憶する
ポイント情報データベースを備える。ポイント情報データベースは、具体的には、磁気デ
ィスク装置や光ディスク装置等のデータベース装置によって実現され、ポイント情報をユ
ーザＩＤに対応付けて記憶する。
【００７４】
　そして、広告配信会社は、算出したポイントをユーザに対して付与する。なお、効果検
証サーバ２は、例えば、ポイント情報を、電子メール等を用いて、通信ネットワークを介
してユーザ携帯端末３に送信してもよい。この場合、例えば、ユーザは、次回店舗に来店
した時等に、ポイント情報を印刷して店員に提示したり、ユーザ携帯端末３の表示部に表
示させて店員に提示することによって、割引サービス等の各種サービスを受けることがで
きる。
【００７５】
　また、効果検証サーバ２は、所定のタイミングで（例えば月末）、広告効果データベー
ス２６が記憶する広告効果情報に基づいて、広告主に対して請求する広告料を算出する（
ステップＳ１０７）。例えば、効果検証サーバ２は、広告効果情報に示される店舗への来
店顧客数に応じて、広告主に対して請求する広告料を算出する。
【００７６】
　なお、効果検証サーバ２は、例えば、算出した広告料を示す広告料情報を記憶する広告
料情報データベースを備える。広告料情報データベースは、具体的には、磁気ディスク装
置や光ディスク装置等のデータベース装置によって実現され、広告料情報を広告ＩＤに対
応付けて記憶する。



(19) JP 5365511 B2 2013.12.11

10

20

30

40

50

【００７７】
　そして、広告配信会社は、算出した広告料を広告主に対して請求し、広告主は、請求に
応じて広告料を広告配信会社に対して支払う。なお、効果検証サーバ２は、算出した広告
料を請求する旨の請求情報を、電子メール等を用いて、通信ネットワークを介して広告主
の端末等に送信してもよい。また、例えば、効果検証サーバ２は、算出した広告料に基づ
いて電子決済処理を行うことによって、広告料を電子決済してもよい。
【００７８】
　以上のように、本実施の形態によれば、ユーザ携帯端末３は、広告情報に付加された広
告位置情報に基づいて、ユーザが店舗に来店したか否かを自動検出する。また、ユーザ携
帯端末３は、ユーザの来店を検出すると、ユーザＩＤ及び広告ＩＤを効果検証サーバ２に
送信する。そして、効果検証サーバ２は、ユーザ携帯端末３から受信したユーザＩＤ及び
広告ＩＤに基づいて、広告情報を配信したことに対する広告の効果を測定する処理を実行
する。そのため、ユーザの来店を検出するために、店員が特別の操作を行うことを不要と
し、店舗にポイントカードリーダ等の店舗端末を設置する必要をなくすことができる。従
って、店舗側の負担を増加させることなく、広告情報を配信できるとともに広告の効果を
検証することができる。
【００７９】
　第２の実施の形態
　次に、本発明の第２の実施の形態を図面を参照して説明する。図４は、第２の実施の形
態における来店保証型の広告配信システムの構成例を示すブロック図である。図４に示す
ように、本実施の形態では、図１Ｂに示した構成要素に加えて、広告効果測定部２１Ａが
行動検証部２１１を含み、効果検証サーバ２がセンサ情報データベース２７を含む点で、
第１の実施の形態と異なる。また、本実施の形態では、来店検出部３１Ａの機能が、第１
の実施の形態で示した来店検出部３１の機能と異なる。
【００８０】
　なお、行動検証部２１１を含む広告効果測定部２１Ａ、センサ情報データベース２７及
び来店検出部３１Ａ以外の構成要素の機能は、第１の実施の形態で示したそれらの機能と
同様である。
【００８１】
　センサ情報データベース２７は、具体的には、磁気ディスク装置や光ディスク装置等の
データベース装置によって実現される。本実施の形態では、各ユーザ携帯端末３が備える
センサ３２のうち、故障しているものや不正改造されたもの（不正改造の疑いがあるもの
でもよい）がわかっている場合に、センサ情報データベース２７は、故障又は不正改造さ
れたセンサ３２を示すセンサ情報を記憶する。なお、センサ情報データベース２７が記憶
するセンサ情報は、例えば、ユーザからの申告等に応じて、広告配信会社によって登録さ
れる。
【００８２】
　広告効果測定部２１Ａは、第１の実施の形態で示した広告効果測定部２１の機能に加え
て、ユーザＩＤ及び広告ＩＤとともに、ユーザ携帯端末３のセンサ３２を特定可能なセン
サ情報を、通信ネットワークを介してユーザ携帯端末３から受信する機能を備える。また
、広告効果測定部２１Ａは、行動検証部２１１によってユーザ携帯端末３の位置検出の信
頼性が低いと判断されると、広告効果測定の処理を実行しないようにする機能を備える。
【００８３】
　行動検証部２１１は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰＵ
によって実現される。行動検証部２１１は、ユーザ携帯端末３から受信したセンサ情報に
基づいて、ユーザ携帯端末３のセンサ３２を用いた位置検出の信頼性を評価し、ポイント
付与や広告料請求に値するか否かを検証する処理を実行する機能を備える。
【００８４】
　具体的には、行動検証部２１１は、センサ情報データベース２７が記憶するセンサ情報
のうち、ユーザ携帯端末３から受信したセンサ情報に合致するものがあるか否かを判断す
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る。合致するセンサ情報がなければ、行動検証部２１１は、ユーザ携帯端末３の位置検出
の信頼性が高いと判断し、広告効果測定の処理を実行するように制御する。また、合致す
るセンサがあれば、行動検証部２１１は、ユーザ携帯端末３の位置検出の信頼性が低いと
判断し、広告効果測定の処理を実行しないように制御する。
【００８５】
　来店検出部３１Ａは、第１の実施の形態で示した機能に加えて、ユーザＩＤ及び広告Ｉ
Ｄとともに、センサ情報を、通信ネットワークを介して効果検証サーバ２に送信する機能
を備える。
【００８６】
　例えば、来店検出部３１Ａは、センサ情報として、ユーザ携帯端末３が備えるセンサ３
２を特定可能なセンサＩＤ（例えば、ＧＰＳレシーバや送受信部の製造番号）を、予めメ
モリ等の記憶部に記憶している。また、例えば、来店検出部３１Ａは、センサ情報として
、センサ３２の属性を示す情報（例えば、センサ名称や、位置検出精度、分解能を示す情
報）を、予めメモリ等の記憶部に記憶してもよい。来店検出部３１Ａは、ユーザが店舗に
来店したと判定すると、ユーザＩＤ及び広告ＩＤとともに、センサ情報を記憶部から抽出
し、効果検証サーバ２に送信する。
【００８７】
　なお、本実施の形態において、効果検証サーバ２の記憶装置は、第１の実施の形態と同
様に、広告情報配信に対する広告の効果を検証するための各種プログラムを記憶している
。例えば、効果検証サーバ２の記憶装置は、コンピュータに、ユーザ端末から、ユーザ端
末が位置の算出に用いる端末位置算出手段を特定可能な位置算出手段特定情報を含む来店
情報を、通信ネットワークを介して受信する位置算出手段特定情報受信処理と、受信した
位置算出手段特定情報に基づいて、ユーザ端末による端末位置算出手段を用いた位置算出
の信頼性を判定する信頼性判定処理と、端末位置算出手段を用いた位置算出の信頼性が高
いと判定したことに基づいて、広告の効果を検証する広告効果検証処理とを実行させるた
めの広告効果検証プログラムを記憶している。
【００８８】
　次に、動作について説明する。図５は、第２の実施の形態における広告配信システムが
広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する処理例を示すフローチャートである。
図５において、ステップＳ２０１～Ｓ２０３の処理は、第１の実施の形態で示したステッ
プＳ１０１～Ｓ１０３の処理と同様である。
【００８９】
　ユーザが店舗に来店したと判定すると、ユーザ携帯端末３は、予めメモリ等の記憶部に
記憶するユーザＩＤ、広告情報に付加されている広告ＩＤ、及びセンサ情報を抽出し、通
信ネットワークを介して効果検証サーバ２に送信する（ステップＳ２０４）。
【００９０】
　効果検証サーバ２は、ユーザＩＤ、広告ＩＤ及びセンサ情報を受信すると、受信したセ
ンサ情報に基づいて、ユーザ携帯端末３のセンサ３２を用いた位置検出の信頼性が高いか
否かを判断する（ステップＳ２０５）。
【００９１】
　ステップＳ２０５において、効果検証サーバ２は、センサ情報データベース２１Ｂが記
憶するセンサ情報のうち、受信したセンサ情報に合致するものがあるか否かを判断する。
合致するセンサ情報があると判断すると、効果検証サーバ２は、ユーザ携帯端末３のセン
サ３２を用いた位置検出の信頼性が低いと判断し、ステップＳ２０６の処理に移行しない
ようにし、広告効果測定の処理を行わないように制御する。また、該当するセンサ情報が
ないと判断すると、効果検証サーバ２は、ユーザ携帯端末３のセンサ３２を用いた位置検
出の信頼性が高いと判断し、ステップＳ２０６の広告効果測定の処理に移行する。
【００９２】
　以上の処理が実行されることによって、センサ３２が故障又は不正に改造されている等
の情報がセンサ情報データベース２１Ｂに事前登録されている場合には、ユーザの来店回
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数や店舗への来店顧客数をカウントする処理を実行しないように制御する。
【００９３】
　なお、ステップＳ２０６～Ｓ１０８の処理は、第１の実施の形態で示したステップＳ１
０５～Ｓ１０７の処理と同様である。
【００９４】
　以上のように、本実施の形態によれば、効果検証サーバ２の行動検証部２１１は、セン
サ情報に基づいて、ユーザ携帯端末３がセンサ３２を用いて検出した位置情報の信頼性を
評価する。そして、効果検証サーバ２は、信頼性が低いと判断すると、広告効果測定の処
理を行わないようにし、ポイント加算や広告料算出の基礎としないように制御する。従っ
て、位置センサを不正に用いてポイントを取得しようとするような不正行為を防止するこ
とができる。
【００９５】
　第３の実施の形態
　次に、本発明の第３の実施の形態を図面を参照して説明する。図６は、第３の実施の形
態における来店保証型の広告配信システムの構成例を示すブロック図である。図６に示す
ように、本実施の形態では、図１Ｂに示した構成要素に加えて、広告配信システムが端末
監視サーバ４を含む点で、第１の実施の形態と異なる。また、図１Ｂに示した構成要素に
加えて、配信サーバ１が広告配信情報送信部１３を含む点で、第１の実施の形態と異なる
。また、図１Ｂに示した構成要素に加えて、効果検証サーバ２が位置検出対価計算部２４
を含む点で、第１の実施の形態と異なる。
【００９６】
　また、本実施の形態では、広告効果測定部２１Ｂの機能が、第１の実施の形態で示した
広告効果測定部２１の機能と異なる。また、広告効果データベース２６Ｂが記憶する情報
が、第１の実施の形態で示した広告効果データベース２６が記憶する情報と異なる。
【００９７】
　なお、端末監視サーバ４、広告配信情報送信部１３、広告効果測定部２１Ｂ、位置検出
対価計算部２４及び広告効果データベース２６Ｂ以外の構成要素の機能は、第１の実施の
形態で示したそれらの機能と同様である。
【００９８】
　端末監視サーバ４は、通信キャリアが運営するサーバであり、具体的には、プログラム
に従って動作するパーソナルコンピュータ等の情報処理装置によって実現される。図６に
示すように、端末監視サーバ４は、来店検出部４１を含む。
【００９９】
　来店検出部４１は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰＵ及
びネットワークインタフェース部によって実現される。来店検出部４１は、ユーザ携帯端
末３の端末位置情報に基づいて、ユーザが店舗に来店したか否かを判定する機能を備える
。
【０１００】
　例えば、来店検出部４１は、広告情報を配信したユーザのユーザＩＤ、広告情報に付加
された広告ＩＤ及び広告位置情報を、通信ネットワークを介して配信サーバ１から受信し
、ハードディスク装置等の記憶装置に記憶させる。また、来店検出部４１は、端末位置情
報を取得し、取得した位置情報が記憶装置に記憶する広告位置情報に合致するか否か（又
は、所定距離以内の差であるか否か）を判断する。広告位置情報に合致すれば（又は、所
定距離以内の差であれば）、来店検出部４１は、ユーザが店舗に来店したと判定する。
【０１０１】
　例えば、ユーザ携帯端末３がＧＰＳ機能を備える場合には、来店検出部４１は、所定時
間毎に、ユーザ携帯端末３が求めた端末位置情報（緯度及び経度）をユーザＩＤとともに
、ユーザ携帯端末３から受信してもよい。そして、来店検出部４１は、受信した端末位置
情報が予め記憶する広告位置情報と合致するか否か（又は、所定距離以内の差であるか否
か）を判断することによって、ユーザが店舗に来店したか否かを判定してもよい。



(22) JP 5365511 B2 2013.12.11

10

20

30

40

50

【０１０２】
　また、例えば、来店検出部４１は、所定時間毎に、各無線基地局の位置登録機能を利用
して、ユーザ携帯端末３が接続可能な複数の無線基地局（無線エリア）を検出するように
してもよい。この場合、例えば、来店検出部４１は、位置情報（住所又は緯度／経度）と
無線エリア情報の組合せとを対応付けた対応テーブルを予めハードディスク装置等の記憶
装置に記憶する。そして、来店検出部４１は、検出した無線エリア情報の組合せに対応す
る位置情報を対応テーブルから抽出することによって、ユーザ携帯端末３の位置を推定し
、端末位置情報を求めてもよい。
【０１０３】
　また、例えば、端末監視サーバ４を運営する通信キャリアが、ホットスポットサービス
を提供している場合には、来店検出部４１は、ユーザ携帯端末３がいずれの無線ＬＡＮの
アクセスポイントに接続されているかを検出することによって、ユーザ携帯端末３の位置
を推定し、端末位置情報を求めてもよい。
【０１０４】
　また、来店検出部４１は、ユーザが店舗に来店したと判定すると、ユーザＩＤ及び広告
ＩＤを、通信ネットワークを介して効果検証サーバ２に送信する機能を備える。
【０１０５】
　広告効果測定部２１Ｂは、第１の実施の形態で示した広告効果測定部２１の機能に加え
て、ユーザＩＤ及び広告ＩＤの受信回数を集計することによって、端末監視サーバ４がユ
ーザ携帯端末３の位置検出を行った回数（すなわち、ユーザが店舗に来店したことを検出
した回数）を示すデータを広告効果情報として算出する機能を備える。
【０１０６】
　広告効果データベース２６Ｂは、第１の実施の形態で示した店舗への来店顧客数やユー
ザの店舗への来店回数（来店店舗数）に加えて、広告効果情報として、広告効果測定部２
１Ｂが算出した位置検出回数を記憶する。
【０１０７】
　位置検出対価計算部２４は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置の
ＣＰＵによって実現される。位置検出対価計算部２４は、広告効果データベース２６Ｂが
記憶する広告効果情報に基づいて、通信キャリアに支払う位置検出処理に対する対価（以
下、位置検出対価という）を算出する機能を備える。例えば、位置検出対価計算部２４は
、広告効果情報に示される位置検出回数に応じて、通信キャリアに支払う位置検出対価を
算出する。
【０１０８】
　なお、効果検証サーバ２は、第２の実施の形態と同様に、行動検証部２１１及びセンサ
情報データベース２７も備えてもよい。そして、効果検証サーバ２は、ユーザ携帯端末３
から端末監視サーバ４を経由してセンサ情報を受信し、受信したセンサ情報及びセンサ情
報データベース２７が記憶するセンサ情報に基づいて、ユーザ携帯端末３の位置検出の信
頼性が高いか否かを判定し、信頼性が低い場合には広告効果測定の処理を行わないように
制御してもよい。
【０１０９】
　広告配信情報送信部１３は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置の
ＣＰＵ及びネットワークインタフェース部によって実現される。広告配信情報送信部１３
は、広告情報を配信したユーザのユーザＩＤ、広告情報に付加された広告ＩＤ及び広告位
置情報を、通信ネットワークを介して端末監視サーバ４に送信する機能を備える。
【０１１０】
　次に、動作について説明する。図７は、第３の実施の形態における広告配信システムが
広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する処理例を示すフローチャートである。
なお、本実施の形態では、広告配信外車は、各広告主と予め契約を締結しているとともに
、ユーザ携帯端末３の位置検出処理を行うことについて、予め通信キャリアを契約を締結
している。また、図７において、ステップＳ３０１，Ｓ３０２の処理は、第１の実施の形
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態で示したステップＳ１０１，Ｓ１０２の処理と同様である。
【０１１１】
　広告情報を配信すると、配信サーバ１は、広告情報を配信したユーザ携帯端末３のユー
ザのユーザＩＤと、配信した広告情報に付加された広告ＩＤ及び広告位置情報とを、通信
ネットワークを介して端末監視サーバ４に送信する（ステップＳ３０３）。また、端末監
視サーバ４は、受信したユーザＩＤ、広告ＩＤ及び広告位置情報を、ハードディスク装置
等の記憶装置に記憶する。
【０１１２】
　次いで、ユーザ携帯端末３は、例えば、ＧＰＳ機能を備える場合には、所定時間毎に、
端末位置情報を算出して、通信ネットワークを介して端末監視サーバ４に送信する（ステ
ップＳ３０４）。そして、端末監視サーバ４は、ユーザ携帯端末３から受信した端末位置
情報に基づいて、ユーザが店舗に来店したか否かを判定する（ステップＳ３０５）。なお
、端末監視サーバ４は、ユーザ携帯端末３から端末位置情報を受信するのではなく、各無
線基地局からの情報に基づいて端末位置情報を求め、求めた端末位置情報に基づいて、ユ
ーザが店舗に来店したか否かを判定してもよい。
【０１１３】
　ユーザが店舗に来店したと判定すると、端末監視サーバ４は、ハードディスク装置等の
記憶装置に記憶するユーザＩＤ及び広告ＩＤを抽出し、通信ネットワークを介して効果検
証サーバ２に送信する（ステップＳ３０６）。
【０１１４】
　効果検証サーバ２は、ユーザＩＤ及び広告ＩＤを受信すると、受信したユーザＩＤ及び
広告ＩＤに基づいて、広告効果情報を生成する（ステップＳ３０７）。この場合、効果検
証サーバ２は、第１の実施の形態で示した店舗への来店顧客数やユーザの店舗への来店回
数（来店店舗数）に加えて、位置検出回数を広告効果情報として生成する。そして、効果
検証サーバ２は、生成した広告効果情報を広告効果データベース２６Ｂに記憶する。
【０１１５】
　ステップＳ３０８，Ｓ３０９の処理は、第１の実施の形態で示したステップＳ１０６，
Ｓ１０７の処理と同様である。
【０１１６】
　次いで、効果検証サーバ２は、広告効果データベース２６Ｂが記憶する広告効果情報に
基づいて、通信キャリアに支払う位置検出対価を算出する（ステップＳ３１０）。例えば
、効果検証サーバ２は、広告効果情報に示される位置検出回数に応じて、通信キャリアに
支払う位置検出対価を算出する。
【０１１７】
　なお、効果検証サーバ２は、例えば、位置検出対価情報データベース（具体的には、磁
気ディスク装置や光ディスク装置等のデータベース装置によって実現される）を備え、算
出した位置検出対価を示す位置検出対価情報を位置検出対価情報データベースに記憶する
。
【０１１８】
　そして、広告配信会社は、算出した位置検出対価を通信キャリアに対して支払う。なお
、例えば、端末監視サーバ４が電子決済機能を備える場合には、効果検証サーバ２は、算
出した位置検出対価を含む決済情報を、通信ネットワークを介して端末監視サーバ４に送
信することによって、電子決済によって位置検出対価を支払ってもよい。
【０１１９】
　以上のように、本実施の形態によれば、ユーザ携帯端末３の位置情報を管理する通信キ
ャリアが運営する端末監視サーバ４が、ユーザが来店したか否かを判定し、店舗に来店し
た旨の情報を広告配信会社が運営する効果検証サーバ２に対して提供する。そして、広告
配信会社が、位置検出による情報提供の対価を通信キャリアに対して支払うという新しい
ビジネスモデルを実現することができる。
【０１２０】
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　第４の実施の形態
　次に、本発明の第４の実施の形態を図面を参照して説明する。図８は、第４の実施の形
態における来店保証型の広告配信システムの構成例を示すブロック図である。本実施の形
態では、広告配信会社の配信サーバ１は、広告情報をユーザ（エンドユーザ）のユーザ携
帯端末３に直接配信するのではなく、広告情報を仲介するアフィリエイトユーザの端末に
配信する。そして、アフィリエイトユーザの端末からユーザ携帯端末３に対して広告情報
が転送される。
【０１２１】
　図８に示すように、本実施の形態では、図１Ｂに示した構成要素に加えて、広告配信シ
ステムがアフィリエイトユーザ端末５１，５２を含む点で、第１の実施の形態と異なる。
また、図１Ｂに示した構成要素に加えて、配信サーバ１がアフィリエイトＩＤ付与部１４
を含む点で、第１の実施の形態と異なる。また、図１Ｂに示した構成要素に加えて、効果
検証サーバ２が広告対価計算部２５を含む点で、第１の実施の形態と異なる。
【０１２２】
　また、本実施の形態では、広告効果測定部２１Ｃの機能が、第１の実施の形態で示した
広告効果測定部２１の機能と異なる。また、広告効果データベース２６Ｃが記憶する情報
が、第１の実施の形態で示した広告効果データベース２６が記憶する情報と異なる。
【０１２３】
　なお、アフィリエイトユーザ端末５１，５２、アフィリエイトＩＤ付与部１４、広告効
果測定部２１Ｃ、広告対価計算部２５及び広告効果データベース２６Ｃ以外の構成要素の
機能は、第１の実施の形態で示したそれらの機能と同様である。
【０１２４】
　アフィリエイトＩＤ付与部１４は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理
装置のＣＰＵ及びネットワークインタフェース部によって実現される。アフィリエイトＩ
Ｄ付与部１４は、アフィリエイトユーザに対して、アフィリエイトユーザを識別するため
のアフィリエイトＩＤを付与する機能を備える。また、アフィリエイトＩＤ付与部１４は
、広告ＩＤ及び広告位置情報が付加された広告情報に対して、さらにアフィリエイトＩＤ
を付加する機能を備える。また、アフィリエイトＩＤ付与部１４は、アフィリエイトＩＤ
、広告ＩＤ及び広告位置情報が付加された広告情報を、通信ネットワークを介してアフィ
リエイトユーザ端末５１，５２に送信する機能を備える。
【０１２５】
　アフィリエイトユーザ端末５１，５２は、アフィリエイトユーザが使用する端末であり
、具体的には、プログラムに従って動作する携帯電話機等の携帯端末である。また、アフ
ィリエイトユーザ端末５１，５２は、アフィリエイトユーザが携帯可能な端末であれば、
例えば、ＰＤＡ等の端末であってもよい。なお、図８では、２つのアフィリエイトユーザ
端末５１，５２を示しているが、広告配信システムは、２つに限らず、例えば、３以上の
アフィリエイトユーザ端末を含んでもよい。
【０１２６】
　アフィリエイトユーザ端末５１，５２は、アフィリエイトＩＤ、広告ＩＤ及び広告位置
情報が付加された広告情報を、通信ネットワークを介して、配信サーバ１から受信する機
能を備える。また、アフィリエイトユーザ端末５１，５２は、受信したアフィリエイトＩ
Ｄ、広告ＩＤ及び広告位置情報が付加された広告情報を、通信ネットワークを介して、ユ
ーザ携帯端末３に転送する機能を備える。
【０１２７】
　広告効果測定部２１Ｃは、第１の実施の形態で示した広告効果測定部２１の機能に加え
て、アフィリエイトＩＤ、ユーザＩＤ及び広告ＩＤを、通信ネットワークを介してユーザ
携帯端末３から受信する機能を備える。また、広告効果測定部２１Ｃは、アフィリエイト
ＩＤの受信回数を集計することによって、アフィリエイトユーザ毎に、ユーザ（エンドユ
ーザ）が実際に店舗に来店した回数（以下、実来店回数ともいう）を広告効果情報として
算出する機能を備える。
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【０１２８】
　また、例えば、広告効果測定部２１Ｃは、アフィリエイトユーザ端末５１，５２に対し
て広告情報を配信した回数（以下、広告配信回数ともいう）を配信サーバ１から取得（受
信）するようにしてもよい。そして、広告効果測定部２１Ｃは、例えば、実来店回数を広
告配信回数で除算することによって、アフィリエイトユーザに広告情報を配信した回数に
対して実際にユーザ（エンドユーザ）が店舗を来店した確率（以下、ヒット率ともいう）
を広告効果情報として算出してもよい。
【０１２９】
　広告効果データベース２６Ｃは、第１の実施の形態で示した店舗への来店顧客数やユー
ザの店舗への来店回数（来店店舗数）に加えて、広告効果情報として、広告効果測定部２
１Ｂが算出した実来店回数やヒット率を記憶する。例えば、広告効果データベース２６Ｃ
は、図９に示すように、実来店回数（又はヒット率）をアフィリエイトＩＤに対応付けて
記憶する。
【０１３０】
　広告対価計算部２５は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰ
Ｕによって実現される。広告対価計算部２５は、広告効果データベース２６Ｃが記憶する
広告効果情報に基づいて、アフィリエイトユーザに支払う広告情報転送に対する対価（以
下、広告転送対価という）を算出する機能を備える。例えば、広告対価計算部２５は、広
告効果情報に示される実来店回数やヒット率に応じて、アフィリエイトユーザに支払う広
告転送対価を算出する。なお、広告対価計算部２５は、アフィリエイトユーザに対して付
与するポイントを算出してもよい。
【０１３１】
　次に、動作について説明する。図１０は、第４の実施の形態における広告配信システム
が広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する処理例を示すフローチャートである
。配信サーバ１は、提供された広告情報に対して、広告ＩＤ及び広告位置情報を付与する
とともに、アフィリエイトＩＤを付与する（ステップＳ４０１）。なお、この場合、配信
サーバ１は、広告情報を、広告ＩＤ及び広告位置情報に加えてアフィリエイトＩＤに対応
付けて、広告情報データベースに記憶する。
【０１３２】
　次いで、配信サーバ１は、広告ＩＤ、広告位置情報及びアフィリエイトＩＤを付加した
広告情報を、通信ネットワークを介してアフィリエイトユーザ端末５１，５２に送信する
（ステップＳ４０２）。アフィリエイトユーザ端末５１，５２は、広告情報を受信すると
、受信した広告情報に基づいて、店舗等の広告内容を液晶表示部等の表示部に表示する。
また、アフィリエイトユーザ端末５１，５２は、受信した広告ＩＤ、広告位置情報及びア
フィリエイトＩＤが付加された広告情報を、メモリ等の記憶部に記憶する。
【０１３３】
　なお、各アフィリエイトユーザは、広告配信会社と広告情報の転送について契約（以下
、アフィリエイト契約ともいう）を予め締結し、配信サーバ１は、予めアフィリエイトユ
ーザとして登録した端末に対して広告情報を配信してもよい。また、予めアフィリエイト
契約を行うのではなく、配信サーバ１は、例えば、広告配信サービスにユーザ登録してい
るユーザに対して無作為にアフィリエイトＩＤを付与して、広告情報を送信してもよい。
【０１３４】
　アフィリエイトユーザは、アフィリエイトユーザ端末５１，５２が表示する広告内容を
確認し、知人で広告に示される商品やサービスに関心がありそうなエンドユーザに対する
広告情報の転送操作を行う。アフィリエイトユーザ端末５１，５２は、アフィリエイトユ
ーザの操作に従って、広告ＩＤ、広告位置情報及びアフィリエイトＩＤが付加された広告
情報を、通信ネットワークを介してユーザ携帯端末３に転送する（ステップＳ４０３）。
【０１３５】
　なお、ステップＳ４０３において、アフィリエイトユーザ端末５１，５２は、例えば、
電子メールを用いて広告情報をユーザ携帯端末３に転送してもよい。また、アフィリエイ
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トユーザ端末５１，５２は、例えば、ＩｒＤＡを用いた赤外線通信により広告情報を転送
してもよいし、ＢｌｕｅｔｏｏｔｈやＦｅｌｉｃａ（登録商標）、ＮＦＣ（Near Field C
ommunication）を用いた無線通信により広告情報を転送してもよい。
【０１３６】
　ユーザ携帯端末３は、第１の実施の形態で示したステップＳ１０３と同様の処理に従っ
て、所定のタイミングで、センサ３２を用いて端末位置情報を検出し、検出した端末位置
情報及び広告情報に付加されている広告位置情報に基づいて、ユーザが店舗に来店したか
否かを判定する（ステップＳ４０４）。ユーザが店舗に来店したと判定すると、ユーザ携
帯端末３は、予めメモリ等の記憶部に記憶するユーザＩＤ、及び広告情報に付加されてい
る広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤを抽出し、通信ネットワークを介して効果検証サーバ
２に送信する（ステップＳ４０５）。
【０１３７】
　効果検証サーバ２は、ユーザＩＤ、広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤを受信すると、受
信したユーザＩＤ、広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤに基づいて、広告情報を配信したこ
とに対する広告の効果を測定する処理を実行し、広告効果情報を生成する（ステップＳ４
０６）。この場合、効果検証サーバ２は、第１の実施の形態で示した店舗への来店顧客数
やユーザの店舗への来店回数（来店店舗数）に加えて、実来店回数やヒット率を広告効果
情報として生成する。そして、効果検証サーバ２は、生成した広告効果情報を広告効果デ
ータベース２６Ｃに記憶する。
【０１３８】
　ステップＳ４０７，Ｓ４０８の処理は、第１の実施の形態で示したステップＳ１０６，
Ｓ１０７の処理と同様である。
【０１３９】
　次いで、効果検証サーバ２は、広告効果データベース２６Ｃが記憶する広告効果情報に
基づいて、アフィリエイトユーザ毎に、アフィリエイトユーザに支払う広告転送対価を算
出する（ステップＳ４０９）。例えば、効果検証サーバ２は、広告効果情報に示される実
来店回数やヒット率に応じて、アフィリエイトユーザに支払う広告転送対価を算出する。
なお、効果検証サーバ２は、広告のジャンル毎に広告転送対価を算出するようにしてもよ
い。
【０１４０】
　なお、効果検証サーバ２は、例えば、広告転送対価情報データベース（具体的には、磁
気ディスク装置や光ディスク装置等のデータベース装置によって実現される）を備え、算
出した広告転送対価を示す広告転送対価情報を広告転送対価情報データベースに記憶する
。
【０１４１】
　そして、広告配信会社は、算出した広告転送対価をアフィリエイトユーザに対して支払
う。なお、例えば、効果検証サーバ２は、算出した広告転送対価に基づいて、電子マネー
等を用いて広告転送対価を支払ってもよい。
【０１４２】
　以上のように、本実施の形態によれば、広告情報の転送を行うアフィリエイトユーザに
対して、エンドユーザが店舗に実際に来店したことに応じて対価を支払う新たなビジネス
モデルを実現することができる。また、アフィリエイトビジネスを実現するために、店員
が特別の操作を行うことを不要とし、店舗にポイントカードリーダ等の店舗端末を設置す
る必要をなくすことができる。従って、店舗側の負担を増加させることなく、アフィリエ
イトビジネスを実現することができる。
【０１４３】
　第５の実施の形態
　次に、本発明の第５の実施の形態を図面を参照して説明する。図１１は、第５の実施の
形態における来店保証型の広告配信システムの構成例を示すブロック図である。本実施の
形態では、第４の実施の形態と同様に、配信サーバ１は、エンドユーザのユーザ携帯端末
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３に直接配信するのではなく、まずアフィリエイトユーザの端末に配信し、エンドユーザ
のユーザ携帯端末３に対して広告情報が転送される。
【０１４４】
　図１１に示すように、本実施の形態では、図８に示した構成要素に加えて、アフィリエ
イトユーザ端末５１，５２がそれぞれ来店検出部５１１，５１２を含む点で、第４の実施
の形態と異なる。また、図８に示した構成要素に加えて、広告効果測定部２１が同伴検出
部２１２を含む点で、第４の実施の形態と異なる。
【０１４５】
　また、本実施の形態では、広告対価計算部２５Ｄの機能が、第４の実施の形態で示した
広告対価計算部２５の機能と異なる。また、広告効果データベース２６Ｄが記憶する情報
が、第４の実施の形態で示した広告効果データベース２６Ｃが記憶する情報と異なる。
【０１４６】
　来店検出部５１１，５１２は、具体的には、プログラムに従って動作する携帯端末のＣ
ＰＵ及び送受信部によって実現される。来店検出部５１１，５１２は、アフィリエイトユ
ーザ端末５１，５２の位置情報（例えば、緯度及び経度）を検出する機能を備える。以下
、来店検出部５１１，５１２が検出するアフィリエイトユーザ端末５１，５２の位置情報
をアフィリエイト端末位置情報ともいう。
【０１４７】
　例えば、来店検出部５１１，５１２は、ユーザ携帯端末３と同様にセンサ（例えば、Ｇ
ＰＳレシーバや送受信部）を備え、ユーザ携帯端末３のセンサ３２と同様の処理に従って
、アフィリエイト端末情報を求める。
【０１４８】
　また、来店検出部５１１，５１２は、アフィリエイト端末位置情報に基づいて、ユーザ
携帯端末３の来店検出部３１と同様の処理に従って、アフィリエイトユーザが店舗に来店
したか否かを判定する機能を備える。また、来店検出部５１１，５１２は、アフィリエイ
トユーザが店舗に来店したと判定すると、ユーザＩＤ、広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤ
を、通信ネットワークを介して効果検証サーバ２に送信する機能を備える。
【０１４９】
　同伴検出部２１２は、具体的には、プログラムに従って動作する情報処理装置のＣＰＵ
及びネットワークインタフェース部によって実現される。同伴検出部２１２は、アフィリ
エイトユーザ端末５１，５２から受信したユーザＩＤ、広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤ
と、ユーザ携帯端末３から受信したユーザＩＤ、広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤとに基
づいて、エンドユーザとアフィリエイトユーザとが同伴で店舗に来店したか否かを判定す
る機能を備える。
【０１５０】
　具体的には、同伴検出部２１２は、アフィリエイトユーザ端末５１，５２からユーザＩ
Ｄ、広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤを受信したタイミングと、同じユーザＩＤ、広告Ｉ
Ｄ及びアフィリエイトＩＤをユーザ携帯端末３から受信したタイミングとが同じタイミン
グか否か（又は所定時間以内であるか否か）を判断する。同じタイミングである（又は所
定の時間以内である）と判断すると、同伴検出部２１２は、エンドユーザとアフィリエイ
トユーザとが同伴で店舗に来店したと判定する。
【０１５１】
　また、同伴検出部２１２は、エンドユーザとアフィリエイトユーザとが同伴で店舗に来
店した回数（以下、同伴来店回数ともいう）を集計し、広告効果情報として算出する機能
を備える。
【０１５２】
　広告効果データベース２６Ｄは、第４の実施の形態で示した店舗への来店顧客数やユー
ザの店舗への来店回数（来店店舗数）、実来店回数（又はヒット率）に加えて、広告効果
情報として、同伴検出部２１２が算出した同伴来店回数を記憶する。例えば、広告効果デ
ータベース２６Ｄは、図１２に示すように、同伴来店回数をアフィリエイトＩＤに対応付
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けて記憶する。
【０１５３】
　広告対価計算部２５Ｄは、広告効果データベース２６Ｄが記憶する広告効果情報に基づ
いて、アフィリエイトユーザに支払う広告転送対価を算出する機能を備える。本実施の形
態では、広告対価計算部２５Ｄは、広告効果情報に示される実来店回数やヒット率に加え
て同伴来店回数に応じて、アフィリエイトユーザに支払う広告転送対価を算出する。すな
わち、本実施の形態では、エンドユーザとアフィリエイトユーザとが同伴で来店している
ことに基づいて、アフィリエイトユーザがより丁寧にエンドユーザに対して広告に関連す
る商品やサービスを紹介しているものと高く評価して、広告転送対価を算出する。
【０１５４】
　次に、動作について説明する。図１３は、第５の実施の形態における広告配信システム
が広告情報を配信するとともに広告の効果を検証する処理例を示すフローチャートである
。図１３において、ステップＳ５０１～Ｓ５０３の処理は、第４の実施の形態で示したス
テップＳ４０１～Ｓ４０３の処理と同様である。
【０１５５】
　アフィリエイトユーザは、アフィリエイトユーザ端末５１，５２が表示する広告内容を
確認し、知人で広告に示される商品やサービスに関心がありそうなエンドユーザに対して
広告情報の転送を行うとともに、エンドユーザに同伴して店舗に来店する。
【０１５６】
　アフィリエイトユーザ端末５１，５２は、第１の実施の形態で示したステップＳ１０３
と同様の処理に従って、所定のタイミングで、アフィリエイト端末位置情報を検出し、検
出したアフィリエイト端末位置情報及び広告情報に付加されている広告位置情報に基づい
て、アフィリエイトユーザが店舗に来店したか否かを判定する（ステップＳ５０４）。ア
フィリエイトユーザが店舗に来店したと判定すると、アフィリエイトユーザ端末５１，５
２は、予めメモリ等の記憶部に記憶するユーザＩＤ、及び広告情報に付加されている広告
ＩＤ及びアフィリエイトＩＤを抽出し、通信ネットワークを介して効果検証サーバ２に送
信する（ステップＳ５０５）。
【０１５７】
　ステップＳ５０６，Ｓ５０７の処理は、第４の実施の形態で示したステップＳ４０４、
Ｓ４０５の処理と同様である。
【０１５８】
　次いで、効果検証サーバ２は、アフィリエイトユーザ端末５１，５２から受信したユー
ザＩＤ、広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤと、ユーザ携帯端末３から受信したユーザＩＤ
、広告ＩＤ及びアフィリエイトＩＤとに基づいて、エンドユーザとアフィリエイトユーザ
とが同伴で店舗に来店したか否かを判定する（ステップＳ５０８）。また、効果検証サー
バ２は、エンドユーザとアフィリエイトユーザとが同伴で店舗に来店したと判定すれば、
アフィリエイトユーザに対して同伴来店回数を１加算し、広告効果データベース２６Ｄが
記憶する同伴来店回数を更新する。
【０１５９】
　ステップＳ５０９，Ｓ５１０の処理は、第４の実施の形態で示したステップＳ４０７，
Ｓ４０８の処理と同様である。
【０１６０】
　次いで、効果検証サーバ２は、広告効果データベース２６Ｃが記憶する広告効果情報に
基づいて、アフィリエイトユーザ毎に、アフィリエイトユーザに支払う広告転送対価を算
出する（ステップＳ５１１）。例えば、効果検証サーバ２は、第４の実施の形態と同様に
、広告効果情報に示される実来店回数やヒット率に応じて、アフィリエイトユーザに支払
う広告転送対価を算出する。また、例えば、効果検証サーバ２は、広告効果情報に示され
る同伴来店数に応じて、エンドユーザとアフィリエイトユーザとが同伴で来店したことを
高く評価した広告転送対価を算出する。例えば、効果検証サーバ２は、同伴で１回来店し
た場合には、エンドユーザが単独で２回来店したときと同じ対価の額となるように、広告
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【０１６１】
　そして、広告配信会社は、算出した広告転送対価をアフィリエイトユーザに対して支払
う。なお、例えば、効果検証サーバ２は、算出した広告転送対価に基づいて、電子マネー
等を用いて広告転送対価を支払ってもよい。
【０１６２】
　以上のように、本実施の形態によれば、アフィリエイトユーザとエンドユーザとが同伴
で来店した場合には、エンドユーザが単独で来店した場合よりも高く評価して、アフィリ
エイトユーザに対して対価を支払うビジネスモデルを実現することができる。また、アフ
ィリエイトビジネスを実現するために、店員が特別の操作を行うことを不要とし、店舗に
ポイントカードリーダ等の店舗端末を設置する必要をなくすことができる。従って、店舗
側の負担を増加させることなく、アフィリエイトビジネスを実現することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１６３】
　本発明は、広告情報を配信するとともに、広告配信に対してユーザが実際に店舗に来店
した回数等に応じて、広告主に対して広告料を支払う広告配信サービスを提供する用途に
適用できる。また、広告情報のアフィリエイト配信のサービスを提供する用途に適用でき
る。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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